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§ はじめに
人間であれば誰しも、苦しみから離れて完全な幸福の実現を望むところであろう。仏教
的な観点から言えば、幸福とは感覚的な欲望などをかなえることによって得られる暫定的
なものではなく、苦しみの原因を滅して得られる限りなく永遠で究極的なものである。こ
の究極の幸福を仏教では解脱・涅槃という。これは生死の輪廻の生存から脱するという、
仏教の最終的な目標でもある。
この解脱・涅槃は漠然とした理論的・概念的な境地ではなく、絶えず修道の実践を通じ
て実現すべきものである。そのことを、釈迦牟尼仏は45年の間説き続けてきた。その教え
を纏めた初期経典には〈食〉（āhāra）をテーマとした修道の実践法に関する記述が散見さ
れる。
食は人間生存を営むために不可欠なものでもある。『バガヴァッド・ギーター』や古代
インドのヴェーダ文献の古ウパニシャッドには、仏教が栄える前に現れた様々な食物哲学
が見出される1）。
本稿では、このような古代インド思想に基盤をおく〈食〉（āhāra）、特に「四種の食」
（cattāro-āhārā）を中心に、初期仏教における修行法としての〈食〉（āhāra）の様相を探
りたい。
本稿の資料としては、阿含経典などの漢訳の資料を除く、パーリ（pāli）文献・ 4 部ニ
カーヤを一次資料とする。特に 4部ニカーヤの中でも、相応部経典サンユッタ・ニカーヤ
（Sam・yutta-nikāya）と、中部経典マッジマ・ニカーヤ（Majjhima-nikāya）に見られる「四
種の食」の例を手掛かりに考察を進めたい。
§ Ⅰ　四種の食（cattāro-āhārā）の形態
初期仏教経典では、「食（āhāra）」を「四種の食」（cattāro-āhārā）として分類している。
①実際に食べられる食物としての食。②感覚接触の感受から得られる食。③意の意欲から
生み出される心の様態の食。④心の認識作用から生起する食に分類し、「食」を物質的な
側面と精神的な側面から考察している。より詳しく説明すれば次の通りである。
①食べられる食物としての食（kabal・īkāra-āhāra）：我々が摂取できる食一般を意味す
る。パーリ語の kabal・īkāra は、「指でつまんで丸めて分けられた塊、食べ易き、口に
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し易き」という意味である。漢訳阿含経では、「段食」、「団食」、「搏食」、「麁搏食」
などと訳されている。
②感覚接触としての食（phassa-āhāra）：実際の食べ物ではなく、食べられる食物を媒
介として、六入処（対象をとらえる六つの機能、眼・耳・鼻・舌・身・意）から感受
機能を通して心に現れる感情などが、感覚接触としての食である。「触食」、「願食」、
「細触食」と漢訳される。
③意思としての食（manosañcetanā-āhāra）：心の意図から生み出される心の様態から
現れる心作用などが、意思としての食である。「意思食」、「業食」と漢訳される。
④認識としての食（viññān・a-āhāra）：様々な心の認知作用の心識を食として示す。「認
識食」、「意識食」と漢訳される。
相応部経典サンユッタ・ニカーヤ（SN）は、初期仏教の教法を主題によって結集
（san・gīti）した経典で、特に SNⅡの【Nidāna-vagga因縁品】には、縁起の教えを主題に
集めた「四種の食」（cattāro-āhārā）がテーマとなっている部分が多数ある。そこでまず
「四種の食」の源泉資料を求めるために、相応部経典サンユッタ・ニカーヤ（SN）から「四
種の食」に関する部分を取り出して考察を進めていきたい。
§ Ⅱ　 サンユッタ・ニカーヤの四種の食（cattāro-āhārā）定型句から見られ
る形態
Ⅱ− 1
「食経」（āhāra-sutta、SN.12:11）には、「四種の食」（cattāro-āhārā）に関する定型句が
現れている。ここでは「四種の食」の根源（nidāna　原因）と発生（samudaya生起）の
根幹にあるのは、【渇愛（tan・hā）】（貪りの心、激しい執着）であると述べられている。「四
種の食」に関する他の経典でも、「四種の食」の説法はこの定型句から始まる2）。
「比丘たちよ、すでに生まれている生けるものたちの存続のために、或いは生まれを求め
るものたちの保護のために、四種の食がある。四つとは何か。粗い或いは細かいつまんで
丸めて分けられた塊の食、第二は感覚接触の食、第三は意の思欲の食、第四は認識の食で
ある。比丘たちよ、これら四種の食は何を因縁とし、何を生起とし、何を起源とし、何を
発生とするのか。これら四種の食は渇愛を因縁とし、渇愛を生起とし、渇愛を起源とし、
渇愛を発生とする。」
ここでは、【衆生に生存を維持させ、再生させる条件（paccaya　縁）が渇愛（tan・hā）
であり、〈苦〉の発生は渇愛が要因である】という仏教の心識説の中心命題を「四種の食」
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の基礎としている。渇愛から無明に至るまで、苦しみが生ずる原因と滅すべき根拠を、縁
起支の条件（paccaya  縁）を立てて比丘らに説法する内容になっている。
この部分に関する相応部註釈書（Att・・hakathā、以下 SA）から内容を補って見ると、次
のように解釈される3）：
「もし条件という意味で食というならば、それでは何故に衆生には別の条件も現存す
るのに、これら四つだけが説かれるのか。これら［四種の食］は、衆生の内的な相続
（ajjhattika-santati）を［存続するのに］特別な条件になるためである。即ち、つまんで
丸めて分けられた塊の食（kabal
・
īkāra-āhāra 口にする食）は、摂取する衆生の肉体的身体
（rūpa-kāya）に特別な条件になるためである。心的身体（nāma-kāya）に対して触（phassa
感覚接触）は受（vedanā感触）の［特別な条件になり］、行（mano-sañcetanā心の意図）
は識（viññān
・
a認識）の［特別な条件になり］、識は名色（心・色形）に［特別な条件にな
る］ためである。」
このように註釈文献は、常に変化しつつ変貌していく肉体的な身体（rūpa-kāya）と同
様に、心も変わっていく「身体」であるととらえ、「肉体的な身体」（rūpa-kāya）と「心
的な身体」（nāma-kāya）という二つの領域から「食」を分析している。「四種の食」の各々
が有機的に結び付いて、有情の生存を維持させる間接的な要因となる「食の縁」（paccaya　
条件）の観察が示されている。
しかし、「条件」という意味で「食」を取り上げるならば、何故、衆生には他にも様々
な「条件」があるのに、特にこの四種の食が挙げられて説明されるのか、疑問である。そ
の答えが、次に続く「モーリヤパッグナ経」（SN.12:12）で提示されているので見てみよう。
Ⅱ− 2
「モーリヤパッグナ経」（Mol・iyaphagguna-sutta、SN.12:12）では、モーリヤパッグナ
が「四種の食」（cattāro-āhārā）の中で、実際に食べられる食物としての食（kabal・īkāra-
āhāra）以外の【識食（viññān・a-āhāra）】などは誰が食べるのか、と仏陀に疑問を提起する。
答えとして仏陀は、識食は実際に口にする食べものではなく、【結有（再生）に関わる
心・色形（名色）の縁（paccaya　条件）】になるものであると説明する4）。つまり識食は
【結有識で、再生を生ずる食】であり、この【認識と一緒に生起した心・色形（名色）】が
識食（viññān・a-āhāra）である、と説明される。
以上、「食経」（SN.12:11）と「モーリヤパッグナ経」（SN.12:12）二つの経典からは、「四
種の食」の原因と発生の根底には渇愛があり、渇愛は輪廻転生の原因として再生連結の際
に〈結有識〉として作用しているということがわかる。
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Ⅱ− 3
次の「生じたもの経」（Bhūta-sutta、SN.12:31）では、「四種の食」（cattāro-āhārā）の
定型句は説かれず、仏陀が「生じたもの」に関する説法の中、舎利佛に対して質問する。
舎利佛は「生じたもの」は〈食〉（āhāra）で、〈食〉の観察から正しい洞察智を得て、〈食〉
に対して厭離（nibbidā  嫌い捨て去ること）、離貪（virāga　むさぼりを離れること）、滅
（nirodha）するために実践修行する。有学（まだ迷いを完全には断ち切っていないために、
修学を必要とする者）の実践から阿羅漢（世の尊敬を受けるに値する修行完成者）になる
ためである、と答える。
この経典の註釈書（SA）は5）、「生じたものBhūta の意味は、生まれた（jāta）を意味
し、五蘊（khadha-pañcaka）のことである」、と説明している。
五蘊は、一切法の構成要素（色、受、想、行、識）として、身・心または物質・精神の
内外における個体の存在や経験世界をとらえる見方である。このような五蘊は〈食〉に
縁って維持されるから、〈食〉の観察を修行のテーマとし、「厭離－離貪－滅－解脱」を得
て阿羅漢になる、という有学の実践修行の側面から〈食〉に関する修行法が説かれている。
Ⅱ− 4
次に注目すべき出典として、SN.12:63（Puttamam・sa-sutta）「子肉経」である。この経
典では、前の「食経」（SN.12:11）と「モーリヤパッグナ経」（SN.12:12）とは異なる形式で、
物語の比喩を挙げて「四種の食」（cattāro-āhārā）の説法が進められている。①食べられ
る食物（kabal・īkāra-āhāra）は「子の肉の喩え」、②感受機能としての食（phassa-āhāra　
触食）は「皮なし牛の喩え」、③意思としての食（manosañcetanā-āhāra　意思識）は「火
坑の喩え」、④認識作用としての食（viññān・a-āhāra　識食）は「百個の刃と串の喩え」か
らなる。要約して示せば、次の如くである。
Ⅱ− 4 − 1
まず、「子の肉の喩え」は、【口にする〈食べられる食物〉（kabal・īkāra-āhāra）から渇愛
としての五種の感覚的な欲望の対象（五妙欲：色・声・香・味・触）に対する貪欲が生ま
れることの洞察】という側面から説かれている。
この部分の相応部註釈書（SA）によれば、ここでは〈食〉（āhāra）の観察の修行によっ
て五種の感覚的な欲望の根源を観察すれば、四聖諦（四つの聖なる真理、苦・集・滅・道）
の道理をあまねく知る迷いのない智慧である三種の遍知（pariññā）が得られると、修行
の果（phala）を釈示しているのだという6）。
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Ⅱ− 4 − 2
「皮なし牛の喩え」は、〈感覚接触としての食〉（phassa-āhāra）である。口にする〈食
べられる食物〉を媒介として〈食〉（āhāra）が感覚器官に入ってくると、肉体的な感受作
用によって身体や生命が維持できる。この〈食〉を観察し、身・心が受ける三種の感受作
用、〈苦しい（苦受）か、楽しい（楽受）か、苦しくも楽しくもない（捨受）か〉を洞察
力で見極める。ここでは【人間の生存を構成している五蘊を滅することから解脱・涅槃に
至る】という側面から、〈食〉の教えが説かれている。
Ⅱ− 4 − 3
〈意思としての食〉（manosañcetanā-āhāra）に関しては、「火坑の喩え」が挙げられる。
三種の渇愛を明らかにし、生死流転の根源を突き止めることがその内容である。
この部分の註釈書（SA）によれば7）、三種の渇愛とは、①感覚的な欲望の渇愛（欲愛）、
②生存を貪ろうとする渇愛（有愛）、③生存の滅無となることを欲する妄執の渇愛（無有
愛）である。すなわち、【渇愛が再生の根源である】、という側面から説かれている。
Ⅱ− 4 − 4
「百個の刃と串の喩え」として説かれる〈認識作用としての食〉（viññān・a-āhāra）は、【結
有（再生、再有）に関わる結有識として心・色形（名色）の構造を明確に知ることによっ
て、聖弟子はもはや為すべきことがなくなる】8）という結有識の側面から説かれている。
以上の四つの物語の比喩から、食べられる食物（kabal・īkāra-āhāra）からは五種の感覚的
な欲望、感覚接触の食（phassa-āhāra）からは三種の感受、意の思欲の食（manosañcetanā-
āhāra）からは三種の渇愛、認識の食（viññān・a-āhāra）からは心・色形（名色）の仕組み
が洞察として得られる、ということがわかる。
そして、パーリ上座部の修行道論の標準として挙げられる『清浄道論』（Visuddhimagga）
の第11章（三昧）においては9）、この四つの物語の比喩を引用し、《食についての嫌悪感
の認識（食厭想āhare-pat・ikkūla-saññā）》の修行上の根拠として取り入れ、アビダルマ的
な修行法として展開している。
Ⅱ− 5
SN.12:63（Puttamam・sa-sutta）「子肉経」に続く「有貪経」（Atthirāgasutta、SN.12:64）
では、このような「四種の食（cattāro-āhārā）」に対する貪欲、喜び、渇愛から認識（識）
東北福祉大学仏教文化研究所紀要　第 1号34
が確立され、増長するとされている。認識（識）の増長に縁って心・色形（名色）が顕現
する。心・色形（名色）の顕現に縁って意図的な行為（行）が増長する。意図的な行為か
ら再生（再有）があり、（生）から老死が帰結する。七つの縁起支の条件（paccaya　縁）
を立てて苦悩の発生と滅尽が説かれている。
この部分の相応部註釈書（SA）は10）、「四種の食」を、【それに対する貪欲、渇愛から
認識（識）が確立し、増長し、結有に導かれるところの力】として説明し、それによって
業（kamma諸々の行為）が促進されるとしている。この経典では、【苦・煩悩・業がど
のように発生するか】ということ、および【それを滅するためには、如何なる心の状態を
保ち、解脱・涅槃に至るべきか】、ということが「四種の食」を素材とした実践修道的な
観点から述べられている。
§ Ⅲ　 マッジマ・ニカーヤの四種の食（cattāro-āhārā）定型句から見られる
形態
「正見経」（Sammāditt・・hi　Sutta、MN.M 9 ）の特徴は、無明の状態から【渇愛が生起す
れば食が生起する。渇愛が滅すれば食が滅する】という明智を得て苦しみを終えるという
プロセスにおいて、四聖諦と八正道（苦しみを滅するための正しい八つの実践法）が触れ
られているという点である。
「大愛尽経」（Mahā-tan・hāsan・khayaSutta、MN.M38）では縁起説によって、食の根源は
渇愛であり、縁起支を辿って渇愛（tan・hā）を滅すべきことが説かれる。
§ Ⅳ　食厭想（āhare-pat
・
ikkūla-saññā）として見られる形態
「食厭想」、「食不浄想」、「厭逆食想」とも漢訳される「食に対する嫌悪感の認識」
（āhare-pat・ikkūla-saññā）は、食がもたらす様々な現象の観察を主題とし、洞察智（paññā
慧・般若）を得るための修行法として定義される。
初期経典のニカーヤ・阿含経典における「食に対する嫌悪感の認識（食厭想）」は、教
法を五の法数から十の法数によって結集（san・gīti）し、「五想」から「十想」までの一連
の禅定観法として纏められている11）。
この観法は『清浄道論』（Visuddhimagga）の第 3 章において、「食に対する嫌悪感の認
識（食厭想）」が禅定修習の40業処（禅定修行の主題）の中の一項目として取り上げられ
ている。
また、第11章（三昧）において、「四種の食」（cattāro-āhārā）の「子肉経 SN.12:63」の
四つの物語の比喩を引用し12）、〈食〉に関して釈示している。単に「食べられる食物」の
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みが修習の対象として限定されて、次のように明示される：
「これらの四種の食の中、食べ飲み、噛み、味わうものとして分類する食べられる食物だ
けが、この意味における食となる。その食に対して嫌悪の認識（食厭想）を収め取ること
から生起した表象が食についての嫌悪感の認識である。その食に対して嫌悪の認識（食厭
想）を修めることを欲する者は、禅定修行の主題を受持し、受持の所より一句も相違せず、
静所に赴き禅思して、食べ飲み噛み味わうものとして分類する食べられる食物について十
の行相によって、嫌悪なることを観察すべきである。」
修行者が「食に対する嫌悪感の認識（食厭想）」を修習する条件として、先ず、師匠よ
り「食に対する嫌悪感の認識（食厭想）」に関する禅定修行の主題（業処）を習い受持す
る必要がある。そして10種の心の働きによって観察することが「食に対する嫌悪感の認識
（食厭想）」の修習法の内容である。十の行相は、①（乞食に）赴くこと、②遍く探し求め
ること、③受用、④分泌、⑤（胃などに）貯蔵されること、⑥未消化、⑦消化、⑧結果（身
体の変化・病気など）、⑨排出、⑩塗布、という修行者の乞食から食を摂取して、消化さ
れて生理的に終わる段階まで、不浄的な側面を上げているのが、把握される13）。
§ Ⅴ　食（āhāra）の修行道上の様相
以上、パーリ文献のニカーヤと註釈書を中心として「四種の食」（cattāro-āhārā）と「食
に対する嫌悪感の認識（食厭想）」（āhare-pat・ikkūla-saññā）に言及している箇所を瞥見し
た。〈食〉（āhāra）全般に関する文脈をみれば、人間存在の苦しみが生ずる原因を観察し、
如何にして迷いの生存が成り立って、如何なる方法でその苦しみを滅して解脱・涅槃に至
るか、という修行の根拠づけが総括され、
①形式的体系：縁起説、五蘊、四聖諦、八聖道の教学として
②内容的体系：輪廻転生の原因で、再生の結有（再生）識として
の二点に纏められていることが把握される。
①　縁起説、五蘊、四聖諦、八聖道の教学体系として
【縁起の体系】では、縁起法の順観（流転門）によって「苦しみが生じ、迷いの生存が
成り立っている原因の発生構造」を、縁起の逆観（還滅門）によって「苦しみ（苦蘊）の
消滅構造」を説明している。《「食経」（SN.12:11）と「モーリヤパッグナ経」（SN.12:12）
など14）。》　
【五蘊の体系】では、五蘊の集起と五蘊の滅尽から〈厭離－離貪－解脱〉が生ずる構造
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を示している。初期経典の中では15）、一切法の構成要素（色、受、想、行、識）である五
蘊全体を一括してその集と滅を語る。凡夫としての迷いの生存の成り立ちは五蘊の集起で
あり、縁起説の順観は迷いの生存の成り立ちを説いたものである。聖者としての悟りの生
存の成り立ちは五蘊の滅尽である。縁起説の逆観は悟りの生存の成り立ちを説いたもので
ある。《「生じたもの経」（SN.12:31）など。》
【四聖諦・八正道の体系】では、苦しみ（苦蘊）の原因を縁起法の順観（流転門）の観
察（苦諦・集諦）から見極め、また、縁起の逆観（還滅門）の観察（滅諦・道諦）によっ
て無明から明智を得て解脱涅槃に至る、八正道の実践が説かれる。《「正見経」（MN.M 9 ）
など。》
以上で〈食〉（āhāra）に関する修行道は、形式的体系としては、五蘊・四聖諦・八聖道
という教学体系を縁起による現象の相互関係性の中に抱き込んだものとして、初期仏教の
修行道として定着していたことが伺える16）。
②　再生の結有識として
相応部経典サンユッタ・ニカーヤ「食経」（SN.12:11）の註釈書（SA）では、身体を構
成する有機物質の出現について、結有（結生）の瞬間に行われる相続（santati　存在持続）
から栄養素が発生するとしている。これが【業から生じた食べられる食物】であると解釈
されている。では〈食〉が如何に再生に関わって作用しているのか、相応部註釈書（SA）
の解釈から内容を見てみよう17）。
「この四種の食は渇愛が根源であるというのは、結有（pat
・
isandhi　母胎に宿ること）の
始めから、自己存在（atta-bhāva自分の身体）と呼ばれる食は、以前の渇愛、即ち、結有
（再生）を繋ぐその以前の渇愛が、その根源であることを知るべきである。何故に。結有
の瞬間、衆生に相続（santati　存在持続）から生じた［身体］の物質に栄養素が発生する。
これが渇愛を根源とする業から生じたつまんで丸めて分けられた塊の食である。従って、
このような結有識と同時に起きた感覚接触、意の意欲、そして、その心を意味する認識は、
それぞれ渇愛を根源として起きた業から生まれた感覚接触、意の意欲、認識という食であ
る。このように結有（再生）の瞬間に食は前世の渇愛を根源として生ずる。」
また、中部経典マッジマ・ニカーヤ「正見経」（MN.M 9 ）の註釈書（MA）においても、
渇愛が起すれば食が生起し、胎生（胎児）の結有（結生）の瞬間には、心が生（uppāda）・
住（t・hiti）・壊（bhanga）する三相続（santati　存在持続）から生起した物質の中で栄養
素が発生するとされている。この栄養素は渇愛を条件として生起した【取着（業）の食】
であると解釈されている18）。
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これと関連する『清浄道論』（Visuddhimagga）には、食としての条件（āhare-paccaya　
食縁）に関して『発趣論』（Patt・・hānā）を引用した次のような内容がある
19）。
「つまんで丸めて分けられた塊の食は、この身体に対して食縁としての縁となる。〔他の
三つの〕精神的（非色）な食は、〔それと〕関連した諸法（心・心所法）及び、それから現
起する諸々の物質（形態）にとって、食の条件として縁となる。『発趣論』の質問の部分で、
“結生の刹那における報い（異熟）として現れた無記としての食は、それと関連する諸々
の蘊及び業から作り出された諸々の物質（形態）にとって、食縁として縁となる ”と、説
かれた。」
つまり、いずれも【〈食〉（āhāra）が再生に関わる業（kamma行為）を生成】している。
業は、結有識が起きる刹那から死の心が起きる直前の心刹那まで継続し、〈食〉が再生の
潜在力として業（kamma行為）に関わって、結有（結生）の際に影響力を及ぼす、とい
う心識説の説明として考えられる20）。
このような観点から、生命を維持させる①食べられる食物としての食（kabal・īkāra-
āhāra）と、精神的な食として他の三つの食、②感覚接触としての食（phassa-āhāra）、③
意思としての食（manosañcetanā-āhāra）、④認識としての食（viññān・a-āhāra）の「四種
の食」いずれも、輪廻の原因として【再生の結有識に関わる心身のはたらきを担っている】
ように考えられる。
したがって、「四種の食」（cattāro-āhārā）と「食に対する嫌悪感の認識（食厭想）」
（āhare-pat・ikkūla-saññā）に言及している箇所から把握されるのは、　【〈食〉が再生の潜
在力として関わっている心の作用】が【再生の結有識】であるということである。
§ 結語
「四種の食」（cattāro-āhārā）の考察から、輪廻転生の原因を生み出す条件としての心的
現象と物質の相互依存関係（paccaya　条件）が、縁起の体系として説かれていることが
把握された。また、そのような心理現象（心のはたらき）を〈厭離－離貪－滅－解脱〉へ
と転換する、初期仏教における「四種の食」の修行体系の様相が読み取れた。
しかし、縁起の教えを主題として集めた相応部経典（SNⅡ）の【Nidāna-vagga因縁品】
では、「四種の食」が十二縁起の支分で構成されている経典は見当たらず、十の縁起支分
から二つのみの縁起支分で構成された多様な縁起の形式が見える。
例えば、十支縁起の例としては「モーリヤパッグナ経」（Mol・iyaphagguna-sutta、
SN.12:12）の、《四種の食（取）から識－名色－六入処－触－受－渇愛－有－生－老死》
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が挙げられる。
九支縁起の例としては「食経」（āhāra-sutta、SN.12:11）の、《四種の食（取）から渇愛
－受－触－六入処－名色－識－行－無明》がある。
七支縁起の例としては「有貪経」（Atthirāgasutta、SN.12:64）の、《四種の食から渇愛
－識－行－再有－生－老死》がある。
この外、「生じたもの経」（Bhūta-sutta、SN.12:31）と「子肉経」（Puttamam・sa-sutta、
SN.12:63）の縁起は、《触－受》という二つのみの支分で構成されている。
この最後の SN.12:31、SN.12:63の例においては、「四種の食」が輪廻転生の原因を発生
させ流転するという側面より、五蘊（身・心における個体の存在や経験世界）と結びつ
けて、今生における有学の実践修行という側面から縁起法の内容の素材として説かれて
いる。
つまり、「四種の食」の修行を通して、「厭離－離貪－滅－解脱」を得て阿羅漢になると
いう初期仏教、特にニカーヤ・阿含における修道の過程の実践修道法が説かれているので
ある。
「厭離」（nibbidā）は、五蘊（色、受、想、行、識）で構成されている一切の有為法
に対して「無常・苦・無我」の三特相（三性質）を見極める（vipassanā）ことである。
「離貪」（virāgā）は、阿羅漢道（arahatta-magga）を通じて煩悩・業・苦などを「滅」
（nirodha）する実践修道である。この「厭離－離貪」の実践修道によって「解脱」に至る
出世間法（世俗を離れた悟りの世界）の涅槃が証得される（SA. ⅱ.34）。
以上、縁起説と〈厭離－離貪－滅－解脱〉の修行体系の中で説かれてきた「四種の食」
（cattāro-āhārā）と「食に対する嫌悪感の認識（食厭想）」（āhare-pat・ikkūla-saññā）は、
食に関わる初期仏教における涅槃証得のための【禅定実修の方法】として定着したもので
あると位置づけられるべきであろう。
参　考　文　献
ANAn・guttara-nikāya,PTS.
DNDīgha-nikāya,PTS.
MNMajjhima-nikāya,PTS.
MAMajjhima-nikāya-Att
・・
hakatha,PTS.
SNSam
・
yutta-nikāya,PTS.
SASam
・
yutta-nikāya-Att
・・
hakatha,PTS.
Visuddhimagga,PTS.
http://www.tipitaka.org/romn/
初期経典の「四種の食」（cattāro-āhārā）について 39
舟橋一哉
 ［1966］：主題的把握から客観的分析へ－原始仏教と阿毘達磨仏教との比較－、『金倉博士古
希記念印度学佛教学論集』平楽寺書店。
 ［1983］：『原始仏教思想の研究』法蔵館。
増永霊鳳
 ［1944］：『禅定思想史－禅定思想とその展開－』東洋思想叢書16、日本評論社。
水野弘元
 ［1964］：『パーリ仏教を中心とした仏教の心識論』ピタカ（1978年改訂版）
宮坂宥勝
 ［1971］：『仏教の起源』山喜房佛書林。
村上真完
 ［1991］：『インド哲学概論』平楽寺書店
 ［1998］：『仏教の考え方』国書刊行会。
権来順
 ［2005］：「想」（saññā）の修習法－『瑜伽師地論』に至までの「十想」観法の類型－、仏教
思想学会『佛教学』第47号。
 ［2013］：『瑜伽師地論』修所成地における「十想」観法、『日本佛教学年報』第79号。
注
1 ）村上真完［1991］・［1998］、ウッダーラカ・アールニは、万物の根本原因を有（sat、存在
しているもの）として考える。彼は普遍的な原理の探求を自己の哲学の課題と自覚したイ
ンドにおける最初の哲学者。世界原因（有 sat）も、それより展開した熱、水、食の三要素も、
精神的な存在（＝神格）であるとともに、物質的存在とも考える。『インド哲学概論』平楽
寺書店、pp.40〜41。『仏教の考え方』国書刊行会、pp.32〜44。
 宮坂宥勝 [1971]、古代インドの輪廻思想の発祥として、死後火葬に付せられる、→月→雨→
食（anna）→精子→入胎（生）という系列の輪廻を辿り、神道を行くものは死後、梵界に
入って再び還らない。この輪廻の系列にも食が存し、それは未来の胎生の因となる。『仏教
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 cattārome, bhikkhave, āhārā bhūtānam
・
 vā sattānam
・
 t
・
hitiyā sambhavesīnam
・
 vā
anuggahāya.Katamecattāro?Kabal
・
īkāroāhāro–ol
・
ārikovāsukhumovā,phassodutiyo,
manosañcetanātatiyā,viññān
・
am
・
catuttham
・
.……Ime,bhikkhave,cattāroāhārākim
・
nidānā
kim
・
samudayā kim
・
jātikā kim
・
pabhavā? Ime cattāro āhārā tan
・
hānidānā tan
・
hāsamudayā
tan
・
hājātikātan
・
hāpabhavā.
3 ） ‘‘yadi paccayatt
・・
ho āhāratt
・・
ho, atha kasmā aññesupi sattānam
・
 paccayesu vijjamānesu
imeyevacattārovuttā’’ti?Vuccate–ajjhattikasantatiyāvisesapaccayattā.Visesapaccayohi
kabal
・
īkārāhārabhakkhānam
・
sattānam
・
rūpakāyassakabal
・
īkāroāhāro,nāmakāyevedanāya
phasso,viññān
・
assamanosañcetanā,nāmarūpassaviññān
・
am
・
.SA.ii.p.25.
4 ）村上真完［1998］は、この経典の内容から主語すなわち人格の主体（我、自我）を問わな
い思考法の縁起説を指摘している。『仏教の考え方』国書刊行会、P.67．
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5 ） SA.ii.p.61.
6 ） SA.ii.pp.110-111.
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 ③根源の遍知（mūla-pariññā）としての修行果：食は五種の感覚的な欲望の根源であると
いうことを徹底的に遍知することができる。
7）SA.ii.p.113.
8 ） ibid,p.113.
9 ）Visuddhimagga,pp.341-342.
10） SA.ii.p.114.
11）増永霊鳳[1944]、『禅定思想史ー禅定思想とその展開ー』、東洋思想叢書16、日本評論社、
pp.44〜75．
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熟解脱想】として、法蔵部の『舎利弗阿毘曇論』で【五起解脱法】として説かれ、いずれ
も【解脱に至るための修行法】という部派の伝承が見られる。
 この部分に関しては、権来順〔2005〕：「想 saññā」の修習法－『瑜伽師地論』に至までの「十
想」観法の類型－、仏教思想学会『佛教学』第47号、〔2013〕：『瑜伽師地論』修所成地にお
ける「十想」観法、『日本佛教学年報』第79号に纏めてある。
12） Imesu pana catūsu āhāresu asitapītakhāyitasāyitappabhedo kabal
・
īkāro āhārova
imasmim
・
 atthe āhāroti adhippeto.Tasmim
・
 āhāre pat
・
ikkūlākāraggahan
・
avasena
uppannā saññā āhāre pat
・
ikkūlasaññā.Tam
・
 āhāre pat
・
ikkūlasaññam
・
 bhāvetukāmena
kammatt
・・
hānam
・
uggahetvāuggahato ekapadampi avirajjhantena rahogatenapat
・
isallīnena
asitapītakhāyitasāyitappabhedekabal
・
īkārāhāredasahākārehipat
・
ikkūlatāpaccavekkhitabbā.
Visuddhimagga,pp.341-342.
13）Visuddhimagga,pp.341-347.
14）「食経」（SN.12:11）；四種の食（取）から渇愛－受－触－六入処－名色－識－行－無明の九
支縁起として。
 「モーリヤパッグナ経」（SN.12:12）：四種の食（取）から識－名色－六入処－触－受－渇愛
－有－生－老死の十支縁起として。
15）SN.35:107、舟橋一哉 [1983]、『原始仏教思想の研究』法蔵館、pp.23〜31参考。
16）宮坂宥勝 [1971]：①縁起の系列中における四食説、②四聖諦における説、③色（rūpa）と
食に関する説、④ paccaya（縁・習）としての食、として纏めてある。『前掲書』、pp.124〜
184．
17）Etthacaimecattāroāhārātan
・
hānidānātipat
・
isandhim
・
ādim
・
katvāattabhāvasan・khātānam
・

āhārānam
・
purimatan
・
hānam
・
vasenanidānam
・
veditabbam
・
.Katham
・
?Pat
・
isandhikkhan
・
etāva
paripunn
・・
āyatanānam
・
 sattānam
・
 sattasantativasena, sesānam
・
 tato ūnaūnasantativasena
uppannarūpabbhantaram
・
 jātā ojā atthi, ayam
・
 tan
・
hānidāno upādinn
・・
akakabal
・
īkārāhāro.
Pat
・
isandhicittasampayuttāpanaphassacetanāsayañcacittam
・
viññān
・
antiimetan
・
hānidānā
upādinn
・・
aka-phassamanosañcetanā-viññān
・
āhārāti evam
・
 tāva purimatan
・
hānidānā
pat
・
isandhikāāhārā.SA.ii.28.
18）MA. ⅰ.214.
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19）Rūpārūpānam
・
 upatthambhakatt
・・
hena upakārakā cattāro āhārā āhārapaccayo.
Yathāha –‘‘kabal
・
īkāro āhāro imassa kāyassa āhārapaccayena paccayo. Arūpino āhārā
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・
 dhammānam
・
 tam
・
samutt
・・
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・
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isandhikkhan
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・
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・
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